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【様式１】 

＜エントリーシート＞ 

※ 事 務 局 記 入 欄

№：C-32

部門 

校内研修 部門

学校名・氏名 

徳之島町立母間小学校 

活動名 
遠隔授業で複式指導を充実 
小規模校で高め合う徳之島型モデル 

課題の設定： 
複式指導においては，１人の教師が２つの異なる学年を同時に担当する関係上，教師と児童が対面す

る時間が少ないために児童の主体的・対話的な学習を設定しにくく，詰め込み型の授業になりがちという課題
がある。そこで，複式学級を有する小規模校同士で，同時に２つのテレビ会議システムを活用して接続し，
日常的に実施することで，複式指導における課題の解決と学びの質の向上を目指した。 

方針・計画：※課題を解決するために仮説を立てて、活動内容を組み立てたのか、記載してください。 

複式学級を有する２つの学校同士で，１つの教室の中に２つの遠隔合同授業を実施し，両校の担任が
それぞれ１学年ずつを主として担当する。(写真 1,図 1,写真 2)距離を超えて同学年同士を一つの学級と見
立てた仮想単式学級ともいえる複式双方向型の遠隔合同授業の実施に当たって，以下の仮説を設定し，
多くの実践をもとに検証し，その効果を明らかにした。 
(1) 教師と児童が直接対面する機会が増加し児童の主体的な活動を促す支援が可能となるのではないか。
(2) 遠隔合同授業に適した単元や場面を設定することで学びの質が向上し，児童や教師の意識，学習効
果に変化が見られるのではないか。

活動内容：※方針・計画に基づいてどのような活動を行ったか、また、複数の活動を展開した場合はその位置づけや関連性を記載してください

・三校合同研修会(年間 7回)の実施による遠隔合同授業実施単元の精選と指導計画作成
・複式双方向型指導モデル(図 2)の策定と学習状況の把握の具体策(写真 3,4)検討
・三校の担任全員による遠隔合同授業の実施と相互授業参観による授業研究
・日常化に向けた工夫や対策検討（校時表・教材の統一，打合せの簡略化，学習規律の統一）

活動の成果： ※課題や目標に対し、どんな影響、変化あったか、職員や参加者の声など客観的な情報・データとともに記入して下さい。

・教師と児童が直接対面する時間がほぼ２倍に増加し，時間的な余裕ができて，個別指導の充実や主体
的・対話的な学習の充実が図れた。（図 3）
・複数の授業を担当する負担が軽減し，きめ細やかな指導ができた。学力向上に対する成果(図 4)も出てい
る。(紙面上紹介できないが，NRTや CRTの結果も向上)
・学校を超えた教師間の交流や受信側の児童を意識した授業展開を考えることで指導技術を高めることがで
きた。
・児童についても，多様な考えに触れ，自分の考えと比較しながら理解を深めるようになり，発表する機会を
増やすことで，相手意識をもって表現することができるようになった。(写真 5)

アピールポイント（アイディアや工夫）：※3～5 つ程度の箇条書きしてください

・遠隔合同授業を実証の中心としながら，児童の直接交流活動や職員間の相互研修など対面の交流も重
視し，小規模校同士が双方向でつながり合い，１つの大きなバーチャルクラスルームとして高め合っている。
・複式双方向型指導モデルについては，様々な教科で使用可能な汎用性のあるものとした。これまでの複式
指導の良さとＩＣＴ機器活用の両方の利点を取り込んでいる。
・３年間の継続研究により，遠隔合同授業に適した単元や指導例が蓄積とタイプ別のステップ化(表 1)によ
り，新規参入校や初めて遠隔合同授業に取り組む教師も，スムーズに研究に加わることができる。

＜写真、図表添付欄＞写真 1     図１     写真２ 

写真３ 

写真４ 

写真 5 

図 4 
図 3

表１ 

図 2 




